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①退職教員や大学生等を児童・生徒�学習支援を行う「やる気ングリーダー」として配置し、自学自習力支援システ
ムを活用した放課後自習教室�開室日数を拡充し、より多く�児童・生徒�学習機会�充実を図った。
②「やる気ングリーダー」�報償費�支給単価を700円から950円に増額した。

所信表明

・放課後自習教室�実施
【拡充】
①各小中学校において、放課後自習教室を週2日から週4日程度に拡充して実施
②「やる気ングリーダー」�報償費�支給単価を700円から950円に増額（免許を有さない者�み変更）

2017(H29)年度
市政運営方針

○ 放課後自習教室�開室日数を拡充し、より多く�児童・生徒�学習機会�充実を図る。

２　安心して子どもを産み育て、健やかな成長と学びを支えるまちをつくる

２　安心して子どもを産み育てることができ、子ども�健やかな成長と学びを支える

３　子どもたち�生きる力を育む教育が充実したまち

総
合
計
画
と
の
関
係

（関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

16　子どもたち�生きる力を育む教育が充実したまち

事業概要
（目的・内容等）

児童生徒�学習意欲を高め、自学自習力を育むとともに、基礎学力�向上を図るため、各小中学校�放課後自
習教室�開室日数を拡充し、より多く�児童・生徒�学習機会�充実を図る。
【拡充】
放課後自習教室�開室日数を拡充し充実を図る。また、学習�補助を行う「やる気ングリーダー」�報償費�支給
単価を増額する。

（様式２）　実行計画管理シート　

部・課 学校教育部

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

小学校において�、平日週２日（１回２時間）、中学校において�テスト前や長期休業中も合わせて年間70日程度を
目標として実施している。学習�補助を行う「やる気ングリーダー」�報償費として�、１時間当たり、免許を有してい
るも�1500円、免許を有していないも�750円としている。

放課後自習教室事業

取り組み状況

基本目標等

（関連施策目標等）

一人ひとり�成長を支え、豊かな心を育むまち
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千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

府支出金 起債 受益者負担 その他 一般財源

2016(H28)年度 44,190 5,073

2019(H31)年度 0

2018(H30)年度

達成状況（市長公約）○：達成に向けて進行・継続中

関連指標
施策指標

H27

0

0

達成状況（実行計画） ○：達成に向けて進行・継続中

参加児童・生徒�べ人数
小69,749
中9,668

小92,932
中9,820

人
小104,625
中14,502

小4.5
中7.5

％

備考

実

績

(

評

価

)

H28 H29 単位H30

H26施策指標
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）

指標の説明

放課後自習教室に参加した児童・生徒��べ
人数

中学校で�部活動と�兼ね合いで減少したも��、小学校で大幅に増加しました。増加�要
因として�、放課後自習教室�開室日数を拡充したことによるも�と考えられます。

小5.7
中9.3

指標名

指

標

の

実

績

（

評

価

）

H28

目標値(H31)H27

「学校�授業時間以外で�学習を全
くしていない」と回答した児童・生徒�
割合

平成27年度に比べ中学校で�改善傾向�見られるも��、小学校で0.5ポイント増加していま
す。課題を検証を行いながら、家庭学習�定着に向けた取り組みを推進していく必要がありま
す。

H31H30 目標値(H31) 単位

小6.2
中8.7

小5.3
中9.0

H29

今後の対応

・ホームページや「広報ひらかた」により人材を募集するなど、情報�発信に努める。
・中学校において、長期休業中や定期テスト前に開室するなど�工夫を引き続き行うとともに、部活動を引退した
３年生が、２学期以降に、放課後自習教室等を効果的に活用しながら、学習意欲を高め、自主的に学習に取り組
めるよう、「やる気ングリーダー」�配置、学習支援システム�活用等を効果的に行う。

課題
・児童・生徒�学習補助を行う退職教員や学生、地域人材等を一層確保していく必要がある。
・中学校において�、放課後�部活動等�関係から、放課後自習教室�参加者が少ない。

→推進

指標の説明

目標値(H31)

指標名 施策指標
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価

）

H30H27 H28

0整備事業の場合の総事業費 00

事業費（決算ベース）

39,117

2017(H29)年度

単位：千円

年度 事業費総額 国庫支出

H30
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）

目標値(H31)

単位H31H29H26 H27

小70,909
中10,533

H31指標名 H26

指標名

指標の説明

○

指標の説明

（全国学力・学習状況調査「児童生徒質問紙
調査」により把握）

H31

施策指標

2019(H31)年
度の取り組み
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